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＜中高生部門＞ 
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タイトル 良かったところ 改善した方が良いと感じたところ 

生
い
先 

○物語の流れが良く、さらさらと違和感なく読めた。

エピソードの連なり方も上手く噛み合っていると

感じ、無理なくテンポよく読めた。力作だった。 

○起承転結の分量のバランスが取れており、非常に読

みやすかった。 

○主要な登場人物３人の性格分けが明瞭で、よく考え

て練られた組み合わせだと感じた。それぞれの個性

が違うため、互いの関係に溝ができた時にギャップ

が増幅されて、より目立っていると受け止めた。 

○声が出なくなった原因の説明が丁寧ではなく、状況

がつかめず、重みが伝わらない気がした。 

○絶対悪を決めてしまうと、物語の展開は楽だが都合

よく見えてしまう。説明が不足したまま、ただ相手

が悪いとしているので、消化不良に感じた。 

○小説の題材として、京都を上手く生かし切れていな

いように感じた。 

木
の
下
で
待
ち
合
わ
せ 

○大雨による警報が山鉾巡行にぶつかるというシチ

ュエーションに、時事性を上手に取り込んでいると

思った。最近の気象の異常さ、恐ろしさが日常の障

害となっていることを強調しているようで、ノイズ

のように効いている。 

○物語の中盤から後半にかけてスピード感が非常に

あり、切迫感や緊迫感が上手く描けていた。 

○お告げが古文で、意味が分からず辞書を引くという

のはいかにも現役の学生っぽくて、面白い展開だっ

た。 

○ページが抜け落ちているのかと思うほど、物語の始

まりが唐突だった。親切さに欠けると思う。 

○大木が非日常を生み出している、というのは分かる

が、神様が宿った木としての描写が少なく、物語の

芯としてしっかりとしていないと感じた。 

○本文内にあらすじに記載の内容が全く含まれてい

ない。 

写
真
に
写
ら
な
い 

○未来の設定はよくあるが、それが歴史ある京都とい

うのは新鮮な感じを受けた。観光のロボットも面白

い。 

○誰もが持つであろう、変化に怯えるというテーマ

は、身近なようで新しい。その様子をよく描けてい

ると思った。 

○自分の目で歴史的建物を鑑賞し、感じ、写真を撮影

する大切さを上手く伝えている。 

○今から２５年後の未来であれば、もっと自由な想像

力を膨らませて、大きく変化した京都を描いてほし

かった。 

○数々の観光名所が登場するが、網羅的でなく、舞台

や場面を絞り、登場人物の心の機微や作品の主題、

風景がリンクすると尚良かった。 

○全体的に会話が冗長であり、ストーリーのテンポの

良さを阻害してしまうケースが見受けられた。 

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
・銭
湯 

○藤の花の香り、嵐山での土産物屋の女性の言葉から

の展開、源氏物語など、雰囲気を盛り上げる設定が

上手いと思った。 

○思い切った表現と言葉の選び方が良い効果を出し

ている。全体のシンプルさと言葉の装飾がコアの部

分につながり、引き立て合っていると感じた。 

○時間軸は２つ並列だが、分かりやすく進行させてい

て、仕掛けの一部として機能している。 

○過去と現在の場面設定の変化が多すぎて、理解する

のに時間がかり、読み進めるのに苦労した。 

○タイトルは良かったが、ストーリーにおいて「ネバ

ーランド・銭湯」が果たす役割が見えてこなかった

のが残念である。 

○もう一歩踏み込んで書いてほしかった。クライマッ

クスをもっと生かすためにも、色付けがもう少しあ

ればという気になった。 

広
が
る
宇
宙
、
め
ぐ
る
日
々 

○高校生が、長く深い歴史のある京都御所の闇の中で

深淵な宇宙についての観測活動を行うという、歴史

と科学の噛み合わせの絶妙さに惹かれるものを感

じた。 

○主人公の焦燥感がよく描かれており、登場人物の書

き分けもきっちりできていた。 

○現地での準備、観測の描写も丁寧に描かれていて、

どんな青春が展開されるのだろうと、ワクワクして

読むことができた。 

○ストーリーやキャラクターが発展、成長しないので

物足りなさが残った。 

○個々のキャラクターをもっと書き込んでほしい。 

○水素２１ｃｍ線の観測というのは興味があったが、

説明がまだ難しかった。もう少し分かりやすい説明

や高校生が観測することのすごさが伝わるような

書き方ができると、もっと魅力的になるのではと感

じた。 

黎
明
を
目
指
し
て 

○主人公と兄の、大人同士の仲の良さがよく出てい

た。家族の大切さというテーマの良い補強材料にな

っていた。 

○六道珍皇寺の現代の伝説のようで面白かった。ガイ

ドブックの番外編として掲載しても良いと思った。 

○続きを読みたい気持ちになった。全体的に爽やかな

印象があった。 

○タイトルとストーリーがあまりリンクしていない

ように思う。 

○事件の真相を確かめるための主人公の行動に心理

的・身体的な葛藤が見られず、読者はワクワクやド

キドキすることができないと思った。 

○文章全体が説明調で、なかなかストーリーに集中で

きない。一挙一動書く必要はない。 



＜海外部門＞ 

2 

 

タイトル 良かったところ 改善した方が良いと感じたところ 

太
秦 

○日本の古代史に通じていて、知識の豊富さに感銘を

受けた。太秦広隆寺、渡来系と物部氏の争いなど、

悠久の歴史を物語に生かしていると思う。 

○この先はどうなるのだろうとゾクゾクするストー

リーだった。後半は想像力豊かな、思い切りの良い

展開を楽しめた。 

○前半は京都に視点を据え、大学での関係性と、恋す

る人との愛の醸成など、想い出として胸に迫る物語

が続く。一方で後半は様々な意味で動きが激しく、

その分、前半のストーリーが効いている。上手な組

み立てだと思った。 

○政治に対する作者の考え方が強く出ている。興味深

くはあるが、やや中立性に欠けるように見えて、

少々引き気味になってしまう。強く主張するのであ

れば、もう少し客観的な状況を作った方が良いので

はと思った。 

○ストーリー全体に、あまりまとまりが感じられなか

った。 

○唐突に登場する人物がいるかと思えば、長々と紹介

されているのにストーリーにはほとんど絡まない

人物もいる。登場人物が多すぎるので、もう少し整

理が必要だと思う。 

 


